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１．研究の動機とねらい 

 本校では、第２学年の総合的な学習の時間のひとつとして震災学習を行っている。第１

学年３学期から、地震体験車で地震のゆれを体験したり、液状化実験をしたりするなどの

学習をすすめている。第２学年４月には図上訓練を行い、５月に淡路島（北淡町震災記念

公園）・神戸（人と防災未来センター）への社会見学を実施している。その目的は、震災地

を見学することを通して、自然災害の恐ろしさを知るとともに、一人ひとりの防災に対す

る意識を高め、「いのち」を大切にする心を育むことである。本年度は、４月 13 日の兵庫

県淡路島付近を震源とするＭ6.3 の地震発生を受けて、生徒の安全確保を最優先に考えた結

果、５月の社会見学を中止し、目的地を変更し延期することとした。そこで、東海地震へ

の備えを何十年も前からいち早く行っている、静岡県での地震対策や防災・減災について

学ぶことで、三重県でも起こり得る東南海地震に備える学習をめざした。その際、東日本

大震災で津波の被害を大きく受けた原子力発電所が静岡県にもあることから、震災学習と

原子力発電のあり方をテーマに実践することにした。東日本大震災以前から、原子力発電

の是非については、多くの実践が行われているが、情報機器や新聞を用いて調べたことか

ら価値判断、または合意形成をするものがほとんどである。本校でも、同様の実践を社会

科を中心に行ってきた。しかし、原子力発電をとりまく課題が、自分のこととしてとらえ

ていない発言も多かった。そこで、本実践では、実際に原子力発電所での見学や講話、原

子力発電所の立地する御前崎市の住民の講話をもとに原子力発電のあり方を価値判断する

ことで、原子力発電をとりまく課題をより自分のこととしてとらえさせたいと考えた。 

 

２．実践の概要と流れ 

社会見学前（10 月上旬） 

（1） 理科（１分野物理）…生活を支えるエネルギー 

① なぜ電気エネルギーが最も普及したエネルギーなのか。 

② 日本の発電所の供給割合 

③ 火力・原子力・水力発電の長所・短所 

④ その他のエネルギー 

⑤ オリジナル発電を考えよう 

 実際の生徒のアイディア 

   ・車に風力発電の風車をつけることを義務づける。 

 ・高速道路に振動で発電できる発電機を取り付ける。 

 ・海の上に太陽光発電機   など 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 社会（地理的分野）…東北地方・生活を支える電力「福島のための原発１」 

① 福島第一原発の写真から気づいたことを発表させる。原子力発電所であることを伝

え、しくみを説明した。 

② 原発事故前の福島県内の年間電力消費量を画用紙で提示し、発電量と比較し、電気

があまっていることや、原子力がかなり多いことに気づかせた。また、あまった電

気をどうするのか発表させた。 

③ 東京電力・東北電力の範囲を提示し、福島県は東北電力圏内であるが、福島原発は

東京電力が所有しており、東電の消費電力の 1/4 の割合を占めていることを確認

し、電力消費量の少ない福島県ではなく、電力消費が多い東京に原発をつくること

の賛否を話しあわせた。生徒の意見としては、東京は人口も多いこと、事故があれ

ば被害が大きくなること、住んでいる人の賛同が得られない、原発に適した土地が



ないなどで、反対意見が多かった。そこで、福島ならよいのかと問いかけた。 

④ 福島原発事故の記事から、福島県の人がどんな思いをしているか、考えさせた。三

重県芦浜原発白紙記事を提示し、住民たちが反対して原発の計画が白紙になったこ

とをおさえ、なぜ福島の人たちは原発建設に反対しなかったのか、調べさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 社会（地理的分野）…東北地方・生活を支える電力「福島のための原発２」 

① 原発建設当時、福島の人たちが原発建設に賛成した理由を、宿題で調べたことを

参考に、発表させた。生徒の調べた内容としては、大きな産業がなかったこと、

地域の人の雇用が増えること、交付金など町の財政が潤うこと、政府が原発を推

進していたことなどであった。 

② 福島原発の場合、地元に産業がないなどの理由が大きく、過疎地域に立地してい

るが、他の原発も同様か、日本の発電所の分布から気づくことを発表させた。生

徒は過疎地に多いことに気づいた。 

③ 過疎地域だからといって全員賛成でないことを補足した後、賛成派の住民は原発

を地元につくることを本当によいと思ったのか、話しあわせた。生徒の意見とし

ては、地域の活性化のためにはよいと思う、安全性が高いと説明をうけたからよ

いと思う、雇用が増えるからよいと思うなど肯定派の意見と、事故が心配、危険

性もわかっているなどといった否定派の意見にわかれた。 

④ 賛成派の中にも、本当に心から賛成していた人と、しかたなく賛成していた人が

いたことをおさえ、今、このような事故が福島原発で起こって、どんな思いかを

考えて欲しいと、なげかけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



社会見学（10 月 16～17 日台風で延期→2 月 20～21 日実施） 

（4） 総合的な学習の時間 

① 中部電力浜岡原子力発電所での講話と原子力館の見学 

 ・浜岡原子力発電所の概要 

 ・福島第一原発の事故がなぜ起こったか 

 ・福島第一原発の事故をうけての浜岡原発の地震・津波への対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 御前崎市災害支援ネットワーク 落合美恵子さんの講話 

 ・原発立地住民としての思い 

 ・浜岡が原発候補地になった理由 

 ・原発による地域への恩恵 

 ・南海トラフ巨大地震への中部電力の対応 

 ・原発事故への尽きない不安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会見学後（2 月 28 日） 

（5） 総合的な学習の時間…原子力発電のあり方の話し合い 

政府の方針では安全性が確認され次第、原子力発電の再稼働をおこなうとの報道があ

るが、地震の多い日本は原子力発電を再稼働するべきか、というテーマで話し合いを

行った。 



賛成派の意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反対派 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２年Ａ組 ２年Ｂ組 ２年Ｃ組 ２年Ｄ組 合計 

原発再稼働賛成派 7 人 16 人 12 人 11 人 46 人 

原発再稼働反対派 29 人 19 人 20 人 23 人 91 人 

 

 賛成派としては、中部電力の方の「安全な対策をしていく」と言われた言葉を信じ

ているといった意見、地域住民の立場にたった御前崎市の活性化や恩恵といった視点

からの意見が多かった。反対派としては、地域住民の立場に立った、原発で働く家族

の生活は考慮しつつも、体験したことのない事故への不安や恐怖、中部電力の対策が

本当に大丈夫なのかといった視点からの意見が多かった。どちらの地域住民の方の思

いを受けとり、自ら価値判断を行うものとなった。 

 賛成派と反対派が最も大きかった２年Ａ組では、話し合う前は賛成派 17 人、反対派



19 人であったが、話し合いを終えると、賛成派の 11 人が反対派に、反対派の１名が

賛成派へと意見を変えている。その大きな理由としては、自分の町に原子力発電所が

あったら再稼働についてどうかといった内容まで、話し合いが深まったことにあると

考えられる。生徒の意見からも、安全性も充分わかるが感情的に反対意見へと移行し

ていった生徒が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反対派の中には、原子力発電の再稼働は否定しつつ、原子力発電以外の発電方法が

あるのではといった新エネルギーに目を向ける意見も多かった。しかし、こういった

意見に対しては、新エネルギーが原子力発電の代替になるのか、立地条件、出力・発

電量、稼働率、発電コストといった具体的な数値をもとに考えさせる必要がある。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の学習として 

（6） 総合的な学習の時間…代替エネルギーの調べ学習 

① 新エネルギーとして「風力発電、太陽光発電は、原子力発電の代替になるのか？」

班で２人ずつ、風力と太陽光のどちらを調べるか決める。 

② 立地条件、出力・発電量、稼働率、安定性、発電コストといった項目を中心に、客

観的・具体的数値がわかるように調べさせる。 

〔調べ学習イメージ〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（7） 総合的な学習の時間…原発か再生可能エネルギーか話し合い 

① 再生可能エネルギーとしての太陽光発電や風力発電は原子力発電の代替になるの

か、調べたことを発表させる。 

② 「風力発電、太陽光発電は、原子力発電の代替になるのか？」具体的な数値をもと

に話しあうことで、原子力と同等の発電量を確保しようとすると、稼働率などの面

からも発電所立地に広大な発電用地が必要になることや、原子力発電の代替が簡単

ではないことを理解させ、今後の自分たちのエネルギー使用について考えさせる。 

 

３．成果と課題 

 本実践では、震災学習という大きなテーマの中で、原子力発電のあり方について追究で

きたことは大きな成果である。また、東海・東南海といった地震の大きな被害を受ける可

能性のある静岡県で、実際に中部電力浜岡原子力発電所の方、原子力発電所立地住民（御

前崎市民）の方から、生の声を聞くことで、生徒たちは原子力発電にかかわる多くの人々

の思いにふれ、より自分のこととして原子力発電所に対する両側面から課題をとらえ追究

することができた。その最たるものが、反対派の中の、感情的な思いで原子力発電所の再

稼働に反対する意見である。しかし、そういった感情に対しては、科学的な根拠で追究す

るべきという声もあるであろうが、現在、日本を取り巻く課題として、住民の感情を抜い

て、原子力発電の再稼働の話をすすめることはできないのである。今後は、上記のように、

そういった再稼働に反対する感情的な思いに対して、原子力発電の代替エネルギーとして

風力発電や太陽光発電が代替になるのか、具体的な数値をもとに話し合う必要がある。そ

の中で、生徒は地震多発国である日本のエネルギーのあり方を追究するとともに、生徒一

人ひとりが自分自身でできることを考え実践していくことになるのではないかと期待した

い。 
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